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質
　
疑
　
応
　
答
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司
会
　
会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
ま
す
。

会
場
　
『
住
山
記
』
の
価
値
や
研
究
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

尾
x

ま
ず
、
門
派
や
地
域
の
展
開
の
研
究
に
有
効
で
す
。
派
に
つ
い
て
い
え
ば
通
玄
派
が
圧
倒
的
で
す
。
大
雄
山
の
最
乗
寺
の
系
統

や
私
の
寺
も
通
玄
派
で
す
。
こ
れ
以
外
は
、
寒
岩
派
は
少
な
く
て
も
影
響
力
は
強
か
っ
た
で
す
。
時
代
、
地
域
、
活
動
形
態
の
様
子

は
充
分
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
派
の
動
向
よ
り
も
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
勢
力
関
係
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
住
職
の
派

の
違
い
も
『
住
山
記
』
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
派
を
意
識
し
ま
せ
ん
が
、
寺
に
よ
っ
て
は
系
統
を
話
す
場
合
が

あ
る
の
で
、
派
の
考
え
方
は
生
き
て
い
ま
す
。

会
場
　
現
在
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
派
の
動
向
は
意
識
さ
れ
ま
す
か
。

納
冨

そ
れ
は
学
問
的
に
必
要
で
、
生
活
上
で
は
さ
ほ
ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
先
般
、
東
北
の
人
と
会
い
ま
し
た
。「
私
の
寺
は
明
峰

派
だ
か
ら
肩
身
が
狭
い
」
と
言
い
ま
し
た
の
で
、
最
近
の
禅
師
は
明
峰
派
が
多
い
と
言
っ
て
お
き
ま
し
た
。
慶
長
以
降
、
徳
川
幕
府

は
本
末
制
度
を
作
り
、
寛
永
九
年
各
宗
本
山
に
本
末
帳
の
提
出
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
ま
と
ま
っ
て
あ
る
の
は
延
享
・
天
明
・
文
化

年
間
の
三
種
類
で
す
が
、
曹
洞
宗
は
一
七
、
〇
〇
〇
か
ら
一
八
、
〇
〇
〇
ヵ
寺
あ
り
ま
し
た
が
、
總
持
寺
の
末
寺
は
、
約
一
六
、
〇
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〇
〇
か
ら
一
七
、
〇
〇
〇
ヵ
寺
あ
り
、
そ
の
九
十
五
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
永
平
寺
末
は
、
大
乗
寺
、
宇
治
の
興
正
寺
、
肥

後
の
大
慈
寺
と
そ
の
派
下
の
寺
院
で
、
合
計
し
ま
す
と
、
一
三
七
〇
〜
八
七
三
ヵ
寺
で
五
％
前
後
で
す
。
ま
た
總
持
寺
の
瑩
山
門
流

で
も
、
明
峰
派
、
峨
山
派
な
ど
が
あ
り
、
峨
山
派
の
な
か
で
も
太
源
派
・
通
幻
派
・
無
端
派
・
大
徹
派
・
実
峰
派
に
分
か
れ
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
が
再
分
派
し
て
全
国
的
に
展
開
し
、
現
在
の
曹
洞
宗
教
団
が
成
立
し
て
い
ま
す
か
ら
、
曹
洞
宗
の
研
究
を
す
る
た
め
に
は

門
派
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

司
会
　
納
冨
先
生
の
最
初
の
論
文
は
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
紀
要
第
四
号
の
「
總
持
寺
『
住
山
記
』
に
つ
い
て
」
で
す
。
二

百
二
十
六
世
ま
で
克
明
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
住
山
記
』
と
関
係
資
料
と
の
対
比
で
す
。
そ
の
後
、
尾
u
先
生
が
論
文

を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
峨
山
禅
師
が
輪
住
制
度
の
確
立
と
教
団
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
。

納
冨

峨
山
禅
師
が
總
持
寺
の
輪
住
制
度
を
確
立
し
て
い
ま
す
が
、
輪
住
制
度
の
基
は
永
光
寺
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
完
全
だ
っ

た
の
で
峨
山
禅
師
が
よ
り
強
固
に
し
ま
し
た
。
こ
の
輪
住
制
度
は
、
峨
山
門
派
の
拠
点
寺
院
に
も
導
入
さ
れ
、
団
結
と
発
展
が
は
か

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
明
治
維
新
前
に
輪
住
制
度
を
廃
止
し
た
寺
院
は
、
十
五
ヵ
寺
あ
り
ま
す
。
永
光
寺
（
石
川
）、
正

法
寺
（
岩
手
）、
永
澤
寺
（
兵
庫
）、
竜
泉
寺
（
福
井
）、
退
休
寺
（
鳥
取
）、
永
祥
寺
・
洞
松
寺
（
岡
山
）、
玉
林
寺
（
佐
賀
）、
福
厳

寺
（
愛
知
）、
禅
林
寺
・
慈
眼
寺
・
宗
生
寺
・
願
成
寺
（
福
井
）、
悟
真
寺
（
熊
本
）、
護
国
寺
（
大
阪
）
で
す
。

明
治
維
新
ま
で
持
続
し
た
の
は
十
三
ヵ
寺
で
す
。
竜
沢
寺
（
福
井
）、
大
洞
院
（
静
岡
）、
最
乗
寺
・
大
慈
院
・
報
恩
院
（
神
奈
川
）、

洞
慶
院
（
静
岡
）、
泉
福
寺
（
大
分
）、
泰
雲
寺
（
山
口
）、
竜
渓
院
・
泉
竜
院
・
長
興
寺
・
乾
坤
院
（
愛
知
）、
石
雲
院
（
静
岡
）
で

す
。
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ま
た
大
洞
院
は
普
蔵
院
に
六
十
数
回
輪
住
し
て
い
ま
す
が
、
大
洞
院
自
体
は
一
回
も
輪
住
せ
ず
、
全
部
、
末
寺
の
住
職
に
代
住
さ

せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
洞
院
自
体
が
輪
住
制
で
し
た
か
ら
、
普
蔵
院
へ
の
輪
住
が
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
大
河
ド

ラ
マ
「
天
地
人
」
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
雲
洞
庵
も
、
慈
光
寺
（
新
潟
）
の
輪
住
六
回
を
全
部
代
住
し
て
い
ま
す
。

司
会
　
『
住
山
記
』
は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
か
、
そ
の
様
子
や
方
法
は
。

納
冨

下
書
き
、
覚
え
書
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
能
登
の
祖
院
に
『
住
山
記
』
が
七
、
八
冊
残
っ
て
い
ま
す
。
全
く
同
一
の
も
の
も

あ
る
し
、
下
書
き
ら
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
總
持
寺
の
も
の
は
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
祖
院
の
方
は
、
成
直

な
り
な
お
し

（
永
平
寺

に
瑞
世
し
た
も
の
が
、
多
分
總
持
寺
系
寺
院
の
住
持
に
な
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
再
度
總
持
寺
に
瑞
世
す
る
こ
と
）
な
ど
は
挿

入
し
て
あ
り
ま
す
が
、
總
持
寺
の
も
の
は
普
通
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
總
持
寺
の
も
の
は
清
書
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

司
会
　
住
持
名
が
な
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
尾
u
先
生
の
発
表
で
も
世
代
名
が
な
い
箇
所
が
多
い
と
あ
り
ま
し
た
が
。

尾
x

見
本
を
お
見
せ
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
派
の
横
に
数
字
が
あ
り
ま
す
。
数
字
は
完
全
に
続
き
番
号
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
瑞
世
師
の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
年
と
月
と
日
が
あ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
が
空
欄
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
何
世
で
何
日
と
い
う
定

型
は
最
初
に
書
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
穴
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
瑞
世
師
名
と
日
に
ち
を
入
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
事
情
で
埋

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
瑞
世
師
が
何
人
も
な
い
の
は
、
元
帳
が
痛
ん
で
い
て
書
写
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
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会
場
　
活
字
化
し
た
理
由
は
。

納
冨

こ
の
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
で
第
一
号
だ
け
を
活
字
化
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ネ
ガ
が
だ
め
で
、
紙
焼
き
し
て
も
読
め
な

か
っ
た
か
ら
写
真
本
も
作
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

司
会
　
最
後
に
木
村
所
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

木
村

本
日
は
長
時
間
、
納
冨
先
生
、
尾
u
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
熱
心
な
討
議
、

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
皆
様
に
も
長
い
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仏
教
文
化
研
究
所
は
仏

教
の
思
想
、
文
化
を
研
究
の
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
想
や
文
化
を
支
え
る
の
は
社
会
経
済
史
的
な
仕
組
み
で
あ
り
、
そ

の
部
分
も
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
か
な
い
と
、
実
態
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
ご
移
転
の
因
縁
に
因
み
、
熱
心
に
解
読
を
進
め
て

い
た
だ
い
た
お
二
人
の
先
生
を
中
心
に
、『
住
山
記
』
に
関
わ
る
発
表
と
討
論
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
住
山
記
』
は
、
ほ
ぼ
六

百
年
に
わ
た
る
資
料
で
す
。
し
か
も
欠
落
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
總
持
寺
を
拠
点
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
曹
洞

宗
教
団
の
あ
り
様
は
全
体
と
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
こ
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
教
義
の
問
題
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
今
回
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
永
平
寺
と
總
持
寺
、
二
つ
の
ご
本
山
を
核
に
置
く
宗
門
の
、
受
け
継
ぐ
も
の
は
受
け
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き
は
改
め
て
、

更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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司
会

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ご
移
転
百
年
の
記
念
事
業
と
し
て
ご
本
山
か
ら
出
版
さ
れ
ま
す
。
以
上
で

終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


